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2.19～3.30

2021年

第 1回
田丁田市議会
定例会

一鞭
鶏
驚
霧
鋤
稀

ｒ
「ｉ
母
の
施
改
方
針
」
を
た
だ
す

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
が
提
出
し
た

を
求
め
る
意
見
書
」
が
、
賛
成
多
数

（自
俣
ヽ
公
明
は
反
対
）
で
可
挟
ｔ
‐ま
ｔ
花
ギ

町
田
市
の
中
学
校
給
食
が
大
き
く
前
進

し
ま
す
一
今
年
１
月
の

「町
田
市
学
校
給

食
問
題
協
議
会
」
の
答
申
を
う
け
、
教
育
委

ヽ

員
会
は
成
長
期
の
中
学
生
全
員
に
安
全

・

安
心
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
え
ら
れ
た

「温
か
い
給
食
」
の
提
供
を
す
る
た
め
、
新

に
は

「
（仮
称
）
町
田
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ト
整
備
去
赤
計
河
」
作
成
予
算
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
，
１
ケ
所
酢
の
給
食
セ

ン
タ
ト
を
旧
忠
と
争
小
跡
と
に
整
備
す
る

ｔ
と
、
市
内
に
計
Ｂ
ケ
所
、
３
０
０
０
～

４
０
↓
０
食
規
模
つ
袷
食
セ
ン
タ
ー
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

た
な
中
学
校
給

食
の
提
供
方
式
　
一

と
し
て

「全
員

給
食

・
給
食
セ

ン
タ
ー
方
式
」
の

導
入
を
提
案
し

ま
し
た
。
２
０

２
１
年
度
予
算

H

∵
「自
己
責
任
」
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍

一兼
隊語
」鶉
聾
勢
略

一
市

・
長
は
、
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
急
ぐ
」、
「デ
ブ
ヶ
ル

をｒ
化
推
進
」、
「未
来
に
投
資
」
す
る
。
中
で
ょ
、
芹
ヶ

十
麟
蜘催
Ｍ
響
Ｘ
碇
絲
難
犠
闘

一
幣
硲
泄
獣
騨
禦
鸞
樫
鉾
駆

∵
主
張
し
ま
し
た
。
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
整
備
の
総

一
事
業
費
に
つ
い
て
担
当
部
長
は
、
「１
７
０
０
億
附
」

一
だ
が
、
沿
線
の
「３
つ
の
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
」

一鞭
瑠
瑶
弐
胸
甥
鵬

一
鱗
棚
期
解
盤
＊縮
鶴
糾
確
ヘ

「新
た
な
中
学
校
結
合
の
提
供
方
式
に

つ
い
て
」
の
容
申
に
は
、
温
か
い
も
の
は

温
か
く
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
と
い
う

適
温
提
供
や
、
食
育
や
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
二．
‥
子
ど
も
た
ち
の
声
や
市
民
の
皆
さ

ん
の
求
め
て
き
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

ぃ
は
す
ギ
ま
た
、
配
慮
事
項
に

「導

入
に
あ
た

つ
て
は
、
生
徒
の
意
見
を

樹
き
な
が
ら
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

磐
事
者

ｆ参
加

・
―こ
言
及
ｔ
て
い
ち
ｔ
と

は
重
要
で
す
。
共
産
党
市
議
回
は
、

玲
食
セ
ン
サ
ー
で
の
実
施
に
あ
た

つ

て
は
、
≡
校
方
式

・
親
子
方
式
で
可

能
な
学
校
は
先
行
し
て
実
た
す
る
こ

セ
を
求
め
て
い
ま
す
ｏ
同
時
に
、
各

４
学
校

へ
の
栄
養
士
の
配
置
、
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
な
ど
小
学
校
で
実
施
さ

れ
て
い
る
給
食
に
近
づ
け
る
努
力
が

必
要
だ
ｔ
考
え
ま
す
「
安
全
で
よ
つ

巻
か
な
中
学
校
給
食
の
実
現
に
轡
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
ま
す
。
　
　
．

Ｆ一　一
ｒｔｒエ¨Ｔ

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
代
表
質
疑
で
、
殿
村

健

一
市
議
は
、
一締
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
か
ら
学

ん
だ
こ
と
は
何
が
。
地
方
自
治
体
と
し
て
、
市
民
に

臨時市議会(4/9,

高齢者・障がい者施設PC

臨時議会では、コロナ感染拡大を

国の臨時交付金や都
の補助金を活用した総額19億6811方円の補正予算lttlを全
会一致で可渫しまし■。この画、党市議印が要望書や議会
質問で求つてきた中小企業者家賃補助事業l第 3曲や、子育
て世帯生活支援特別給付金、高齢者・障がい者施設に対す
るPCR検査強化事業などが盛り込まれています。 i

70歳必上の2人に1人がなる難聴。治療法がなく、改

善9ためには補聴器が欠かすません。認知症との関連も指摘され、補聴器
購入への支援を求める声が増えています。12020年度第4回定例議会に提出

されて継続審査になちていた「高齢者め補聴器購入費用の助成を求める請
願」が審議され、いきいき生活部長は「力H齢に伴うもので、助成する考え

はない」と答弁ど日本共産党の細野り心う子

市議は「必要だからこそ都内14自治体で実施

され、都も2分のと補助している」と驀択す
るよう求めました。請願には、日本共産党な

どが賛成しましたが、自民、公明、保守の皮

対で不採択になりました。

コロナ対策の補正予

子
ど
も
の
声
を
聞
き

よ
り
豊
か
な
給
食
を

肺民病院出産分娩費」を、2021年 4月
′

1日からこれまでの約63万円を約53

万円に引き下Iずる条例改正が行われま

すぎるという声が寄せられ、

日本共産党は、引き下1ザを提

案していましたきglき続き出

産費用の軽減に取り組みます。

した。市民から

I蹄聟瀾解翌珊衛熟繁阜詠飢im  歯2021年 5月号
町田市議団ニュ■ス
日本其塵寛



日本共産党町田市議団ニュ■ス(2021年 5月号)

日本共産党市議回の一般質問

阻 艶帥 跡処が勒 多基機能

佐 木々とも子市議

佐々木とゃ子市議!よ、コElナの影響から市民のく
らしと事業者を守る支援策を求め質問。市長は、「影

響受けた事業者への支援を検討してぃる」と答弁。

?木数学級を挙進し、統廃合ありきの計画中■を求
めた質問には、「少子化によって、2040年度の児童
生徒数が30%減少する見込みは変わらない (統廃合
は必要)」 と学校教育部長が強弁と旧忠生6小跡地
については、「ネポーツの場と中学校給食センター

機能を活用した健康増進関連拠点として検討してい

る」と政策経営部長が答えました。

細野りゆう子市議は、感染拡大が続く新型コロ

ナの重症化リスクの高い高齢者施設などへのPCR
検査の拡充を求めました。いきいき生活部長が「検
討する」と答弁。また、コロナワクチンについて、

接種時期や方法について混乱のないようにていね
いな情報提供を行うよう求めました。介護保険制
度の改定にあたり、介護従事者の確保と介護保険

料の減免の拡充を求めましたが、「減免の拡充は行
わない」と答弁。またヽ通院だけに限られていた 細野りゅう子市議
障がい者のタクシー助成制度の拡充を求めましたが、地域福祉部長が
「21年度の障害者計画の見直しで検討する」と答弁しました。

『携饂翻崎鋤阻 適爾騨も
瑚朔賜剛 雙勘

殿村健―市議は、まうづくりにおける市立図書
館の役割、重要性を公立図書館の雄史に触れて認
識をただしました。部長は、脇識は一緒だが、“ア
クションプラン"を進める」と図書館再編 (削減)
の考えを示しました。設立34年目の国際版画美術
館の基本構想に反し、版菌工房・アトリエと政業
「けやき」を美術館からなくし、美術館と自然を壌
す「計画」の撤回を求めましたが、i謳は進める」
と答弁。核兵器禁止条約についての質問に、部長は、 殿村健一市講
核兵器全面禁止の史上初めての国際条約であり、核廃絶を前進させる憲
義深い取り組みだと認識していると答弁しました。殿村市議は町田市長
として、政府に対して署名、批准を求めよと主張しました。

却シ闘②萌貝鈍畳瑚
コロォ押,もセ被保険者の所得が減少してVIるにも
かかわらず、ΠJ田市は新年度の国民健康保険税を4.2

%(一人あたり額4円 )、 介護保険科は月額基準額を
31111円 (年 3o(X)円)値上げする条例改正を提案。共産
党以外の賛成で可決しましたも市民からは、「国民健康
保険税の値上げを行わないこ

とを求める請願」と「第8期

介護保険料の値上げを行わな

いことを求める請願」が出さ

れ、健康福祉帯任委員会で意

暴陳述も行われましたが、共

産党のみの賛成少数で不採択

となりました。

4月 14日の教育委員会に「ゆくのき学園の総括の警議のやり直しを求ある
請願」、5月 8日 には「町田市立小中■貫ゆくのき学国の存続に関する請願」
が出されました。請願者から、小中一貫校や少人数教育のかけがえのない教育
環境、地域からのあたたかい支援、「なくてはならない学校だ」という保護者・

子どもの切実な声や|ゆくりき学国の存続を求める
署名を2週間で3469筆 も集めたことなどが紹介さ
れました,請願は不採択てした。日本共差党市議回は、
ゆくのき学園を含む大規模な学校統廃合はやめ、少
人数学級を充実させるべきだと考えます。    ,

多フレット期 比
翡ンラぜン週儘寛毬就学援助鱈

田申美穂市議

田中美穂市議は、小中学校で1人 1台タブレット

導入て持ち帰りの学習が想定される状況のもと、家

庭のネット環境整備が新たな負担となることを指摘。
オンライン学習通信費を就学援助の対象とすること
を求y)、 学校教育部長は、近隣自治体ばサ動向を注視
すると答弁。新型コロナ感染症拡大の影響で困窮す
る市民が増える中〔厚労省の「生活保護は権利」の

呼びかけなどを紹介し、生活保護の誤解をとくよう
な広報の工夫を求めました。地域福祉部長は、周知

等については他市の状況も参考に研究していくと答

弁しましたと

図

市立図書館全館に指定管理者岳lど度を導入できるように条例を改定する「図書館
条例」が出され、日本共産党のみ反)」 の賛成多数で可決されました。2022年度か
ら得川駅前図書館に指定管理者導入が予定されています。図書館への指定管理者
制度導入については、公立図書館の公共性、無料の原則や社会教育の基幹的な施
設という特質から、民間企業が担うことはそぐわないと考えます。全目的には、

指定管理者制度から直督に戻すという自治体の事例も増加する中、指定管理者制
度導入の決定過程については;十分な議論や市民への説明も全く足りてぃないこ

とを共産党市議回は繰り返し追求してきまし

た。町田市は、得川駅前図書館でたった2年

間の効果の検証後に、他の地域館にも指定管

理を導入する計画です。引き続き、各地域図

書館を市が直営で運営することを求めていき

喜す9回時に、図書館をe館からる年に滅ら

す計画もストウプさせ、公立図普館を守るた

めにがんばります。

f干
′ ―ュェ拝咋`

番川駅前□書館が入つているポプリホール

指定管理 I
中
Ｌ

生活相談はいつでもお受けします
724-4030 日本共産党会派室 -1

無料法律相談

緊職報で3籍
×場所が変更になる場合がありますので、必ずご予約ください。  共 産 党 会 派 室

どうで
あ気軽に

●
B‐ BH■

“
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2021年
第2回
町田市議会
定例会

6.7～ 6 30
!t 日本其塵寛

「大
戸
地
区
の
宝

、
住
民
の

一
般
会
計
補
正
予
算
に
は
、
小
規
模
保
育
所
整
備
、

チ
ン
機
種
事
業
費
な
ど
市
民
要
求
が
反
映
し
た

一
方
、

銀
犯
鶴
鵠
叫搬
締
鉾
訴
勤務
殿
無
錦
詐叫
脚

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
共
産
党
な
ど
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

町
田
市
立
小
中

一
貫
校
ゆ
く
の
き
学

・
園

（大
戸
小
、
武
蔵
ｉ
中
）
を
廃
校
に
　
“　
残
し
て
は
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

し
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
請
願
が
今
議
　
一

会
に
提
出
さ
れ
、
全
会
派
賛
成
の
圧
倒
　
“

莉
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
市
教
育
　
一

委
員
会
は
、
５
月
に
策
定
し
た

「町
田
　
一

市
新
た
な
学
校
推
進
計
画
」
の
中
で
、

小
学
校
塑
校
を
２６
校

（廃
校
は
１８
校
）

に
、
中
学
校
２０
校
を
１５
校

（廃
校
は
６

校
）
に
統
合
す
る
と
し
、
ゆ
く
の
き
学

園
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
請
願
者
は

陳
述
で
、
児
童
生
徒

一
人

一
人
に
き
め

細
や
か
な
９
年
間
の
継
続
的
指
導
を
行

う
本
校
を
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
は

力
を
合
わ
せ
て
築
き
上
げ
て
き
た
。
ま

た
、
小
中
学
生
が
同
じ
校
舎
で
過
ご
す

中
で
、
互
い
に
思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く

ん
で
き
た
。
ゆ
く
の
き
学
園
を
ず
つ
と

学
校
教
育
部
長
は
「
ゆ
く
の
き
学
劇

に
対
す
る
思
い
や
不
安
は
思
料
す
る
が
、

「新
た
な
学
技
づ
く
り
」
（統
廃
合
）
は

大
切
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
請
展
の
願

・
意
に
沿
え
な
い
と
答
弁
。

一　
日
本
共
産
党
は
、
ゆ

く
の
き
学
園
設
立
の
趣

旨
に
つ
い
て
質
疑
。
担

一
当
課
長
は
う
少
人
数
な

ら
で
は
の
特
徴
を
生
か

し
、
き
め
細
や
か
な
措

導
を
継
続
し
て
青
う
こ

と
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
一

賛
成
討
論
で
は
、
「ゆ

く
の
き
学
園
は
少
人
数

学
級
な
ど
豊
か
な
教
育

を
目
指
す
取
り
組
み
で

成
果
を
上
げ
て
き
た
。・

こ
の
経
験
に
学
び
、
学

図
を
こ
の
地
域
に
継
続

す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

妥王聖 登理

∵_襲:
共
産
党
、
「少
人
数
学
級
の
成

子
ど
も
の
オ
リ
ｏパ
ラ
連
携
観
戦

中
止
を
市
教
委
に
申
し
入
れ

東
京
五
補
肝
催
魂
佐
ど
合
，
せ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
、
幼
稚
園
や
小
中
学

校
の

「オ
リ
ン
ゼ
ツ
２
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
学
校
連
携

観
職
プ
ロ
グ
ラ
一ム
≒

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
や
猛
暑
の
中
、
見
直
さ
れ
る

こ
と
な
く
計
画
が
進

‐めち
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
哄
産
党
市
議
団
は
子
ど
も

の
安
全
を
守
な
た
め
に

「学
校
連
携
観
戦
の
参
加
中
止
」
に
つ
い
て
一
般
質

問
で
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
６
月
２３
日
、
池
川
友

一
都
議
と
町
田
市
教
育

委
員
会
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
個
人
や
団
体
か
ら
中
止
を
求
め
る
要
望
が
届

き
、
他
自
治
体
∫
次
々
参
加
中
止
を
決
断
す
る
中
、
町
田
市
教
育
委
員
会
は

学
校
の
声
も
聞
い
て
、
７
月
８
日
に
剪
リ
ン
ピ
ツ
ク
・
パ
ラ
ヶ
ン
ピ
ツ
タ
の

学
校
連
携
観
戦
プ
ロ
グ
ラ
Ａ
へ
の
参
加
中
止
を
発
表
し
ま
し
た
。　
一
方
、
東

京
都
教
育
委
員
会
は
オ
リ
ン
ゼ

ツ
ク

の
学
校
連
携
観

戦
を
中
止
す
る
と
を
を
決
め
ま
し
た
が
、
パ
ラ
リ
ン

ピ

ツ
ク
に
つ
い
て
は
ヽ
観
客
上
限
を
決
め
る
五
者
協

議

の
後
ｒ
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
ｏ
日
本
共
産
党

は
、
学
校
連
携
観
戦
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
東

京
五
輪

の
中
止
を
求
め
て
が
ん
ば
り
ま
す
「

舎
督
螢

‐賛

減
す
る
統
廃
合
計
画
で
、
う
ち
３
地
区
８
校
は

「
統
合
新
設
校
基
本
計
画
」
（学
校
名

・教
森
酎
標
、

統
廃
台
時
の
教
育
的
配
慮
、
通
学
の
負
担
軽
減

・

安
全
対
策
、
新‐
設
校
建
設
基
本
計
画
）
の
検
討

を
今
年
度
か
ら
開
始
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
や
保
護
者
、
地
域
に
と

つ
て
決
ま

っ
た
こ

と
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
問
題
で

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
少
人
数
学
級
が
求
め

ら
れ
て
い
る
セ
き
に
、
学
校
施
設
の
大
幅
削
減

計
画
は
中
止
す
べ
き
で
す
。
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日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
「新

た
な
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」
が

含
ま
れ
る
２
０
２
１
年
町
田
市

一

般
会
計
補
正
予
算
に
反
対
し
ま
し

た
。
推
進
事
業
は
市
内
小
中
学
校

虚
校
を
４‐
校
に
、
３
分
の
１
も
削

2021年一般会計補正抒算案に反対

講 饂 糊 甥 簿 軍 W鶏 晶 擁
度中に提供開始、そのl也を2025年度中にスタートすると学校教育部長
が答弁しました。中学校のエレベrターの設置を2925年度までに新規
に9校行い、給食の配膳にも利用できるということとす。早期の全校
設置を引き続きもとめていきます。行政報告で1よ、「(1反硼町田市中学
校総食センダー整備基本計画」の策定について、l食をメインとした健
康づくり活動等の提供・支援ll食に関する防災機能の向」」が3ヶ所
共通の考え方として示されました。:

I発

行靖會毒尾尋壊景夏夏暑耳ξ尉常

'篭

手とを篭餘蔀im2021年 8月号
日本具庭寛
町田市議団ニュ‐ス 日本共産党町国常



―日本共産党町出市議団ニユ■ス(2021年8月号)

0● 0● ◇

佐 木々とも子市
‐
議tよ、コロナ禍から市民

のくらしと営業を守る支援策について質問。
生活困窮者への住居確保給付金は、最長 1

年の期限が過ぎても経済状況が改善されな
い場合、生活保護申請へ送ゃかにうな1ザる
よつ求めました。豪雨。土砂災害に備えた
避難施設の「3密」対策ではて屋内型簡易
避難用テントを全施設に配備し、一世帯当
たり4平方メニトルを確保すると防災安全

部長が答弁。シルバーパスの利用改善は、
中間所得層に向けた利用料軽減枠の新設をすでに果爪都市長会
から部に要望しているといきいき生活部長が答えました。

田中美穂市議

田中美穂市議は、町田市立中学生の「学

校でツエプロィクが禁出 「シヤツの第 1
,ボタンを開けただlサで指導されたJといっ
た声を紹介し、生徒や児童の意見を簡し`て、
小中学校での校則や学校の決まりなどにつ

いて、適宜見直す必要を球めました。指阜
室長は、校則の内容Iどついては、絶えず積
極的に見直す必要がある、校則の見直しに
ついては、子どもたちの主体l性を焙う機会
としても重要だと答弁しました。   ・ i

ё ● 0● ●

細野りゅう子市議は、コロナウクチンの迅速でスム

=ズな接種や予約方法への改善を求めて質問しました。
予約受付時の相談・代行窓□の設置やワクチンの接種
が困難な要介護者や障がい者への接種会場へのダクシ
ー料金補助を求のましたが、検討していないと答弁と

さらに障がい者、高齢者通所施設への訪問接種を求め

ました。小中学生の五輪観戦計画を中止するよう求め

ましたが、都教委の感染対策などの内容が示された後

検討するという答弁で、現場や保護者の声を聞いて中
止を判断するように求めましたもまた、生理の貧困に
ついて質問し小中学校のトイレに生理用ナプキンを配備するよう求めました。

他市の状況を見て研究するという答弁Fψたが、実施を決めた自冶体は直ち
に配備したこと指摘し、早急に実施するよう求めました。

:殿
村健一市議はミ第11こミ都営 i市営住宅等の高齢

者の生活協力員 (LSA)と支援協力員の法的地位と待
遇改善を求めて質問。協力員には労働者としての実態

があるにもかかわらず、部長は、隋償ボランティア」
であり、労災や残業代支払いへの考えはないと答えま

した。芹ヶ谷公園“芸術の杜"(仮私)国際工芸美術館
整備事業及び都計道314114号線整備事業につし`て、
版画美術館と芹ヶ谷公園を破壊する T計画」は撤回せ
よと質問。部長は、市民と丁寧なやり取りをしながら連 殿村健

―市議

めていくと答弁しました。町田市消防団の役割と報酬等の支払い問題につい
て質問。部長は、報酬は、同員個人に支給占れるよう対応すると答弁しました。

細野りゅう子市議

3千円など所得に応じた
シ,レ′ヾ―′ヾスを

コロナから市民の命を守る市政を

高齢者住宅協力員に労働者としての待遇を理不尽な校則の見直しを求めて

一■卜
”

―
設
計
者
が
、
市
の
工
事
差
し
止
め
「申
し
立
て
」

刺
億
円
も
の
巨
質
を
投
じ
る
芹

ヶ
谷
公
園

学
雪
術
の
壮
″
（仮
称
）

国
際
工
芸
美
術
館
整
備
事
業
は
、

開
設
望
年
の
歴
史
を
持
つ
国
際
版

画
美
術
館
の
建
物
Ａ
機
能
と
芹
ケ

谷
公
園
の
自
然
を
壊
す
重
大
な
内

容
で
い
「計
画
」
の
見
直
し
を
求

め
る
市
民
の
運
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
版
画
美
術

館
設
計
着
ば
、
４
月
２０
日
、
町
Ｈ

市
長
を
相
手
取
ヶ
、
本
工
事
差
し

止
め
の
「仮
処
分
命
令
申
し
立
て
」

を
東
京
地
裁
立
川
支
部
に
行
い
ま

し
た
。
「申
立
書
」
に
は
、
版
画
美

術
館
と
そ
の
一
帯
の
庭
は
、
設
計

者
の

「思
想
、
感
情
が
表
現
さ
れ

た
芸
術
作
品
で
あ
り
、
世
界
に
も

知
ち
れ
た
版
画
美
術
館
と
し
て
、

気
品
に
満
ち
た
文
化
的

・
芸
術
的

建
物
と
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
あ

り
、
町
殴
市
に
ェ
る
版
画
美
術
館

と
庭
園
の
破
損
工
事
か
ら
保
全
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
市
民

と
設
計
者
に
反
対
さ
れ
て
い
る
町

田
市
の

「計
画
」
は
白
紙
撤
回
す

べ
き
で
す
。

生
か
す
の
か
。
図

書
館
の
削
減
や
学

校
統
廃
合
反
対
な

ど
市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。
真
の

未
来
づ
く
リ
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
市
民
の

運
動
で
作
ら
な
け

れ
ば
な
佐
ま
せ
ん
０

町
田
市
基
本
構
想
一
基
本
計
画
　
「命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
こ
と
。

「歳
ち
だ
未
来
づ
く
リ
ビ
ジ
ュ
ン
　
２
つ
は
、
「町
田
市
５
カ
年
計
画

２
０
４
０
‐
策
定
の
審
議
が
１４
回

の
特
別
委
員
会
で
行
わ
れ
、
巨
本

共
産
党
は
、
討
論
を
し
て
反
対
。

議
案
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
２
０
２
２
年
か
ら
２
０
４

０
年
を
視
野
に
入
れ
た
本
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
に
必
要
な
問
題
意
識
と
し

て
、
共
産
党
は
２
点
指
摘
し
ま
し

た
。
１
つ
は
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ

ツ
ク
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
ｏ
新
自

由
主
義
を
排
し
、
自
治
体
本
来
の

・７
１
２．
」
の
失
敗
の
教
訓
を
ど
う

「ま
ち
だ
未
来
づ
く
リ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
〇
一
に
足
り
な
い
も
の

―
ク
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
″
と
い
う
自
治
体
の
責
任
と
決
意

生活相談はていづでもお受けします
724■4030 日本共産党会派室

無料法律相談
3月 4日 (水 )・ 25日 (水)あ気軽に
9月 8日 (水 )・ 22日 (水)
午 後 2E寺～ 5時 日J田市役所3階 共産党会派室
L暑薔綱a042‐ 723‐6312まで
■場所が変更になる場合がありまこので、必 ずご予約ください。

どうで
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2021年
第3回
町田市議会
定例会

0● 0君

続
廃
合
中
止
を
求
め
る
儒
願
が

連
続
し
て
出
さ
れ
る

配
國

擬
騨器
健
鯉
蒔
く

魏
醜
魏
致
驀
纂
瓢
韓
軽
一

一　
を
求
め
る
請
願
ゝ

「町
田
の
市
立
学
校
を
な
く
さ
な
い

一　
で
「
・す
べ
て
の
小

・
中
学
枚
の
存
続
を
求
め
る
請
願
」

一　
と
ど
ち
ら
も
統
磨
合
計
画
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
．

一　
ち
請
顔
が
一
さ
た
は
し
た
。
・
イ
請
願
な
か
ら
は
、
今
年
藤

一　
か
ら
統
兵
合
に
お
け
て
の
話
し
各
い
が
始
ま

っ
て
い
る

一　
本
町
田
地
玩
の
保
護
浄
力ゝ
ら

「卜
規
娘
の
学
任
か
，
１

一　
学
年
３
ク
ラ
ス
以
上
の
学
校
に
な
る
の
は
子
ど
も
た
ち

“　
に
と

っ
て
負
担
だ
」
と
意
見
が
出
て
い
る
と
紹
介
さ
れ

一　
ま
し
た
。
請
願
に
は
、
日
本
共
産
党
市
議
団
と
他
１
名

一　
が
賛
成
し
た
も
つ
の
不
採
択
と
な
り
ま
■
た
。

８
月
に
教
育
広
報
紙

「ま
ち
だ
の
教
育
　
学
校
統
合

特
別
号
」
が
全
戸
配
布
さ
れ
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
方
か
ら

「学
校
統
廃
合
が
決

ま
っ
た
こ
と
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
シ
ヨ
ツ
ク
≒
災

害
時
に
、
歩
い
て
い
け
る
避
難
所
の
学
校
が
な
く
な
る

の
は
本
当
に
心
配
」
と
い
う
声
が
居
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ま
だ
統
廃
合
に
つ
い
て
の
周
知
が
不
十
分
な
中

で
、
今
年
度
か
ら

「町
岡
第
３
小
。
本
灯
四
小

・
本
町

田
東
小
」、
「商
第
２
小
一苗
成
瀬
小
」、
「鶴
川
第
２
小
・

鶴
川
第
３
小
」、
「絡
川
第
３
小

・
鶴
川
第
４
小
」
の
統

廃
合
に
向
け
て
の
話
し
合
い
が
始

・
ま
つ
て
い
ま
す
ｏ

９
月
議
会
に
は
、
「町
田
市
教
育
委
員
会
の

『町
田

市
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進
計
画
』
に
つ
い
て
見
直
し

口
中
美
穂
市
議
は
一
般
質
問
で
、

め
、
今
の
学
校
０
数
を
維
持
す
る
こ
と
だ
、
将
来
的
に

１
学
級
あ
た
り
の
人
数
が
減
り
、
３０
人
以
下
の
学
級
実

呼
畷縣
妨誘
誰
始
謝
紳
鞘瑚
錨

料
の
Ｑ
＆
Ａ
で
は
、
「■
学
級
あ
た
り
３５
入
以
下
の
少

人
数
学
数
の
実
現
を
最
優
先
に
す
％
べ
≡
で
は
な
い

か
！
」
と
い
う
質
問
に
対
Ｌ
「
町
田
市
独
自
の
実
施
は

困
難
、
少
ぇ
数
学
級
の
好
れ
に
向
け
ｔ
は
、
唯
圧
，
か

ら
も
東
京
都
市
教
育
長
会
を
通
↓
て
、
全
学
年
３５
人
以

下
の
学
級
編
制
の
要
望
を
東
京
都
に
Ｖ
し
て
い
る
ャ
と

均
卿
構
”
世
「
蜘
蜘
禁
勝
麒
働
絆
醐
抑
職
励
晩
φ
碇
釣

質
的
に
３０
！人
以
下
学
級
を
増
や
し
、
子
ど
も
た
ち
に
丁

寧
な
敦
育
を
行
う
こ
と
を
実
流
す
ち
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
引
き
続
碁
統
廃

合
中
止
乾
凛
め
て
取
り
組
み
〓
す
“
み
な
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
く
だ
ざ
い
。

澪
日
報
翼
目
鋼
芍

菊
年
ぶ
げ
に
小
学
校
の
学
級
編
成
基
準
が

３５
人
に
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
田
市

で
は
２
０
２
２
年
度
以
降
に
教
室
不
足
と
な

る
３
校

（商
１
小

・
町
２
小

・
町
１
小
）
を

対
象
に
、
普
通
教
室
へ
の
転
用
工
事
や
増
築

工
尊
を
実
施
す
る
予
算
が
９
月
補
正
に
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
い
ま
、
国
が
少
人
数
学
級

の
必
要
性
を
認
め
、
町
圏
市
は
来
年
度
か
ら

段
階
的
に
小
学
３
年
か
ら
６
年
生
の
３５
人
学

級
を
実
施
し
ま
す
。
党
市

議
団
は
、
中
学
ま
で
早
急

に
進
め
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

町
田
市
立
第

一
中
学
校
校
舎
の
改
築
工
事

が
完
了
し
、
２
学
期
か
ら
新
校
舎
で
の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
内
覧
会
で
は
、
空
調
設
備
ぃ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
ほ
か
、
地
域

と
の
交
流
や
災
害
時
の
避
難
施
設
機
能
を
持

つ
た
ホ
ー
ル
を
視
察
し
ま
し
た
。
普
通
教
室

に
は
全
室
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー
や
Ｗ
ｉ
Ｉ
Ｆ
ｉ

が
整
備
さ
れ
、
図
書
室
の
本
棚
や
机
は
す
べ

て
木
製
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
し
た
。
長

い
期
間
い
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
不
自
由
な
思
ｎ

を
し
た
生
徒
た
ち
が
心
待
ち
に
し
た
新
校
舎
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
雨
も
つ
な
ど
老
朽

校
舎
の
状
況
を
調
査
し
、
早
期
建
て
替
え
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

続
廃
合
を
や
め
る
こ
と
で

３０
人
以
下
の
学
級
が
増
え
る

町田第2小学校 転用工事 13‐ 14

南第 1」 学ヽ校 転用I事 20→22

町田第1小学校 増築工事 25→29

′

町
田
市
は
、
市
民
が
お
金
り
心
理
　
業
者
へ
の
説
明
が
自
前
ま
で
行
わ
れ

な
く
葬
儀
を
営
む
た
め
の
葬
祭
事
業
一　
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

を
携
止
す
る
条
例
を
提
案
し
よ
し
た
「　
り
ま
し
た
「
常
任
委
員
会
は
さ
ら
な

民
間
事
業
者
で
も
安
価
な
葬
儀
が
行
〓
る
調
査
が
必
要
と
判
断
し
て
、
条
例

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
理
由
で
　
と
請
願
は
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
沖

す
。
し
か
し
、
長
年
行
わ
れ
て
き
た
　
そ
の
後
も
市
民
か
ら
は
、
事
業
の
継

市
の
葬
泰
事
業
は
、
葬
儀
の
予
算
●
　
続
を
求
め
る
切
実
な
声
が
屈
け
ら
れ

内
容
な
ど
要
望
に
親
身
に
欄
談
に
応

じ
る
な
ど
利
用
者
か
ら
の
評
価
も
高

く
、
存
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民

か
ら
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
し
た
健
康
福
祉
常
任
委
］員
パ
で
、

生
花
商
組
合
や
印
刷
業
者
な
ど
関
連

て
い
ま
す
。
今

後
も
市
民
に
寄

り
添
っ
た
葬
祭

事
業
の
存
続
を

求
め
て
頑
張
り

ま
す
。

日本其塵鬼
町田市議団ニュマス I発
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日本共産党市議団の一般質問

/ 煙奥遊魅力場う ＼

殿村健一市議

第27回 BELCA賞 を受賞した国際版画美術館につ
いて、国際工芸美術館整備と一体の建物改変はやめ、

版画工房と喫茶店は存続を。市民の要望をもとに計
画の頻本見直しを要求。部長は、今後も市民や利用
者との対話を進めると、整備ありきの答弁。シルバ
ニピア生活協力員と支援協力員の待遇改善(住居の
確保を求めて質問。部長は、協力員の活動は、生活
上の困りごと相談、緊急時の対応で謝礼を払つてい
ると答弁しヽ 改善しない、と。コロナ禍の7月開催

のサッカーの試合に無料招待された市職員に、市長が参加を促したことは
不適切であるとの質問に、部長は、「普通のことだ」と答弁しました。

細野りゅう子市議は、子どもの国保税の負担軽減
を求めて、就学前の匡l民健康保険の均等割り廃上を
提案。担当部長が「来年4月から、未就学児1934人
の均等割ウが5割軽減されることになる。」と答弁。
国が実施する均等割りの軽減を市が補填して無料に
するよう求めました。新型コロナに感染した妊婦の
受け入れ 求々めると、市民病院事務部長が「周産期
母子医療センターと連携して受け入れていくJと笞
弁ψました。また、自宇療養の感染者の生活保障

「ついて6日かかつていた食料品,日用品を早く配布するよう求め、2日後
届くようになりました。

/ Ч

田中美穂市議は、給食センター方式による

中学校全員給食について、地産地消の推進を

求め質問。学校教育部長は、使用野菜の年間

計画を生産者に早めに提示し、農業部門と連

携して取り組むと答弁。また、給食センダー

の予定地から一番遠い爆中学校について近隣

小学校との親子方式の検討を求めたところ、

学校教育部長は、配送計画など策定中の中学

校給食センター整備基本計画の中で決定して
いくと答弁がありました。

田中美穏市議

細野りゅう子市議

佐々木とも子市議は、コロナ禍でも高齢者

が住み慣れた地域で必要な医療・介護を受け

られる「地域包括ケアシステム」の重要性を

質しました。いきいき生活部長は、「12ヶ
所の高齢者支援センタとを中心に、日常生活

圏域ごどの取り組みを深化、推進していく」

と答弁。自治体のデジタル化と住良サービス

ヘの影響については、路日談などの窓□業務

は職員自らが行う」と答えました。Wきか、土

砂災害危険個所の総点検を求める質問を行い

ました。     |
佐 本々とも子市議

ヽ
」

ｒ
・″
詢 ″ヽ

一
　

　

´

卜iェF

臨 し由しM
新
し
い
ご
み
焼
却
場
は
、
「町
諷
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ト
セ
ン
ォ
ー
』

と
名
称
を
変
え
て
２
０
２
２
年
■
月
か
ら
稼
働
し
ま
す
。
燃
え
る
ご
み

は
、
２
つ
の
炉
で
１
日
２
５
３
ト
ン
、
生
ご
み
は
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
で

乾
式
高
温
メ
タ
ン
発
酵

（５０
ト
ン
／
日
）、
不
燃

・
粗
大
ご
み
は
守
ト
ン

／
５
ｈ
拠
理
で
き
ま
す
。
１０
月
１２
日
に
試
運
転
中
の
施
設
を
視
察
し
ュ
し

た
が
、
総
整
備
費
３
０
９
億
円
、
今
後
１９
年
３
か
月
の
運
営
委
託
葺
１
６

９
億
円

（年
間
委
託
費
８
億
８
千
万
円
）
の
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
に
は
、
市
民
が
利
用
で
き
る
会
議
室

（有
料
）
や
見
学
コ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
る
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
ュ
ー
ナ
ト
も
戻
っ
て
き
ま
す
。
ュ
ロ

ナ
禍
で
町
田
市
で
も
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
が
増
え
て

い
ま
す
。
「作
ら
な
い
。
燃

や
さ
な
い
や埋
め
立
て
な
い
」

の
基
本
理
念
を
市
民
協
働
で

進
め
る
た
め
に
ヽ
、
ご
み
滅

量

（３
Ｒ
）
は
事
業
者
へ
丸

投
げ
で
は
な
く
、
市
の
職
員

が
市
民
目
線
で
し
つ
か
け
関

わ
っ
て
い
↑
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
２
か
所
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ツ
ク
中
間
処
理
施
設

（廃
プ
ラ
資
源
化
施
設
）
の

整
備
は
、
地
域
住
民
の
理
解

と
合
意
の
も
と
に
進
め
る
べ

き
で
す
。

バイオエネルギーセンター内の
ごみピット メタンガス発酵1習

生活相談は、いつでもお受けします 724-4030 日本共産党会派室

新しいごみ焼却場

体「,耐 I苺・、

無料法律相1談 わで輸軸ご
11月24口 .(フよ)
12月8日 (水)・22日 (水)

― 金042B723,6312まで
※
題確鍛脳 くださぃ。
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